
　全国的な傾向として投票率の低下が問題視されており、改正公職選挙法（平成27年

市長

ことは重々承知をしております。しかしながら、投票率の低下に歯止めがかからない現状

の中、さらに知恵を出し合って改善していくことが重要であると考え、以下質問します。

髙橋　剣二

答弁を求める者質　問　の　件　名　及　び　質　問　の　要　旨　（質問時間）

１　投票率向上に向けた取組 　　　　　（４０分）

となっております。

法律第43号）が平成28年6月19日に施行され、選挙権年齢を18歳以上としました。

18歳及び19歳の投票率は38.38％と、全体投票率56.10％よりも17.72ポイントも低い結果

　全国初の18歳以上からの投票ができる選挙となった福岡県うきは市長選挙においては

　鶴ヶ島市選挙管理委員会としましても投票率の向上に向けた取組を多々なさってきた

　平成29年10月15日告示、10月22日の日程で鶴ヶ島市長選挙の投開票が行われる予定

となり、問題の解決にはなかなか結びつかないのが現状です。

選挙管理委員会

委員長

（１）近年の鶴ヶ島市の選挙の投票率の動向と結果の分析についてお伺いします。

（２）鶴ヶ島市の18歳、19歳の投票率の結果についてお伺いします。

（３）投票率の減少に歯止めがかからない現状をどのようにお考えかお伺いします。

（４）投票率の向上に向けて新しい取組やさらに工夫することはありますか。


